
昭和59年11月20日 1177

高齢者のインフルエソザHI抗 体保有状況並びにワクチン

接種によるHI抗 体産生についての検討

日本医科大学老人病研究所

高 橋 修 和

日本医科大学衛生学公衆衛生学教室

薩 田 清 明

(昭和59年5月21日受付)

(昭和59年7月10日受理)

Key Words: Possession of HI antibody, Vaccine

要 旨

1981年8月 山村の地域集団で40歳 以上の住民を対象 として健診を行い,受 診者にインフルエンザワク

チソ接種お よび採血を行った.

197楊年 以前 に流行 したインフルエソザ流行株に対す るHI抗 体 価64倍 以上保有率を検討 した.A/PR/

8/34株 は60～ 楊9歳,80歳 以上の年齢層で31.3～31.8%と 低 率であったが,40～59歳,70～79歳 の年齢層

では70.3～76.7%,61.9%と 高 率であ った.A/大 町/1/53株 は 各年齢層 ともHI抗 体 楊4倍以上保有率は

12.2～43.2%と 低 率 であった.A/足 立/2/57株 お よびA/愛 知/2/68株 は 各年齢層 とも63.8～65.6%,

71.9～76.2%と 高率を示 していた.A/NJ/8/76株 はHsw1N1型 で,60歳 以上の年齢層では65.6～90.5%

と高率であった.

1976年 以 降の流行株 に対す るHI抗 体64倍 以上保有率は各年齢層 ともA/USSR/92/77株,A/熊 本/37/

79株,A/Bangkok/1/79株 のそれぞれについて25.0～31.8%,18-8～27.3%,23.8～31.8%と 低率であっ

た.B/神 奈 川/3/76株 お よびB/Singapore/222/79株 のHI抗 体 価64倍 以 上保 有 率 は22.7～37.5%,

22.7～40.6%と 低率であった.

高齢者に市販 インフルエンザ ワクチン0.7ml,1回 皮下接種 し,そ のHI抗 体産生について検討 した.

ワクチン接種によるHI抗 体4倍 以上上昇率はA/熊 本/37/79株,A/Bangkok/1/79株 お よびB/神 奈 川/

3/79株 について60歳 以上の年齢層で56.0～75.8%,48.0～58.楊%,28.0～48.2%で あ った.流 行株のA/

USSR/92/77株,A/新 潟/102/81株 お よ びB/Singapore/222/79株 は44.0～7楊.0%,51.7～70.0%,

32.楊～64.0%にHI抗 体 産生がみられた.

この地域 の高齢者 は流行 ウイルス株 に対す るHI抗 体価楊4倍以上保有率が低率であ り,ワ クチン接種

が必要であると考える.

はじめに

インフルエンザは大流行を繰 り返 し,そ の流行

の度に多数の罹患者が発生している.1918年 に流

行 したスペイソかぜは,患 老数が約5億 と数 えら

れ,そ の うち肺炎を併発 し死亡 したもの2,100万 と

も言われている.そ の後,1957年 のアジアかぜ,

1968年 の香港かぜの大流行にも罹患者数はきわめ

て多数にのぼっている.現 在もインフルエンザ流

行は毎年繰 り返 され,多 くの罹患者が発生 してい

る.臨 床的にみたインフルエソザは急性上気道感

染症で呼吸器症状,全 身症状を伴 うが短期間の経

過で治癒に向 う疾患である.し かし,時 には細菌

の二次感染により肺炎などを併発し重篤な臨床経
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過を とり死亡の転 帰を とるもの も少 くない.加

地1)は慢性呼吸器疾患,心 疾患,糖 尿病 などの患

者,妊 婦,高 齢者がインフルエンザに罹患 した場

合に肺炎を併発 しやす く,併 発す ると死亡率 も高

率 となると指摘 している.ま た,死 亡統計2)からも

インフルエンザの大流行により死亡率の増加する

ことが認められる.特 に高齢者で死亡率が著 しく

増加 している.米 国CDCの1981年 勧告に も65歳

以上の高齢者に対 しては流行期の超過死亡がみら

れるためワクチン接種が勧め られている3).

近年,わ が国は人 口の老年化が進行し,楊5歳 以

上の人 口数が年々著 しい増加を示 している.イ ン

フルエンザ流行時には高齢者の罹患者あるいは死

亡者の増加が予測され,積 極的にインフルエンザ

ワクチンを接種 していかなければならない と考え

る.そ こで高齢者について過去の流行株に対する

血清HI抗 体の保有状況およびワクチン接種によ

る血清HI抗 体産生能 について検討 したので報告

する.

調査対象および方法

調査対象集団は山梨県早川町住民である.こ の

地域は周囲を山岳で囲まれた山村で,若 年齢層の

町外流出がみられ,年 々人 口の高齢化の著しい地

域である.1981年8月40歳 以上の地域住民を対象

とした健診の実施時にインフルエンザワクチン接

種および採血を行い検査材料 とした.

流行ウイルス株 に対する年齢別血清HI抗 体保

有状況の対象者は受診者のうちから各年齢層別に

抽出した.4楊歳代37例,50歳 代3楊例,60歳 代32例,

70歳代42例,80歳 以上22例 の計163例 について検査

を行った.血 清HI抗 体価 の測定に用いた流行 ウ

イルス抗原株はA/PR/8/34株(HON1型) ,A/大

町/1/53株 (HIN1型), A/足 立/2/57株 (H2N2

型), A/愛 知/2/68株 (H3N2型), A/USSR/92/77

株(HlNl型), A/熊 本/37/79株 (HlN1型), A/

Bangkok/1/79株 (H3N2型), A/新 潟/102/81株

(H3N2型), A/NJ/8/76株 (Hsw1N1型),B/神

奈川/3/76株, B/Singapore/222/79株 の11株 であ

る.

ワクチン株に対する年齢別血清HI抗 体の測定

は1981年8月 の健診受診者に接種および採血(ワ

クチン接種前の血清 とした)を 行い,同 年11月 の

二次検診を受診した者の内,採 血(ワ クチン接種

3ヵ 月後の血清とした)で きた者を対象者 として

行った.各 年齢層の対象者数は4楊～49歳 が14名,

50～59歳30名,60～69歳29名,7楊 歳以上25名 であ

る.70歳 以上の年齢層の うちに82歳 の者が1名 含

まれている.イ ンフルエンザワクチンに含有 され

ているウイルス株はA/熊 本/37/79株(HIN1型)

200CCA/ml, A/Bangkok/1/79株 (H3N2型)200

CCA/ml, B/神 奈川/3/76株300CCA/mlの 合計3

株である.接種方法は0.7mlを 皮下接種 し,接種回

数を1回 法とした.ワ クチン接種前および接種3

ヵ月後の血清についてワクチンに含有す るウイル

ス株を抗原 としHI抗 体価 を測定 した.

インフルエンザワクチン接種前の血清HI抗 体

価に対 し,ワ クチン接種3ヵ 月後の血清HI抗 体

価が4倍 以上の上昇を認めた者をワクチン接種 に

よるHI抗 体上昇者 とした.ま た ワクチン接種3

ヵ月後の血清で保有HI抗 体価が感染防御可能な

血清稀釈倍数1:64以 上あるものの割合を求め

た.さ らにインフルエンザワクチンを接種した年

次の前後で流行 したウイルス株で,A/USSR/92/

77株(HlN1型),A/新 潟/102/81株 (H3N2型)

お よびB/Singapore/222/79株 に対 するHI抗 体

価を測定 した.こ れ らの流行 ウイルス株はワクチ

ン株 との間に連続変異のみられた株であ り,感 染

に対する防御抗体についても検討 した.

HI抗 体価の測定は各 ウイルス株を抗原 として

赤血球凝集抑制試験をマク ロタイター法で行っ

た.各 血清の前処理はRDEで 行 った.

成 績

1.過 去に流行したインフルエンザ流行株 に対

す るHI抗 体保有状況

山村地域集団の健診時に採血 した4楊歳以上の者

の血清を用いて,過 去に流行 したインフルエンザ

代表 株 を抗原 とし保有HI抗 体 価 を測 定 した

(Fig.1,Table1).血 清HI抗 体価が1:64(以

下64倍 と略す)以 上の者をHI抗 体保有者 として

検討した.

1934年 に流行 したA/PR/8/34株 に対 す るHI

抗体価64倍 以上保有率には年齢層により差がみら
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Fig. 1 Distribution of serum HI antibody on

responses of volunteer with epidemic virus

strains of influenza

れた.楊0～69歳,80歳 以 上 の年齢 にお いて64倍 以

上 のHI抗 体 価 を 示 す も の の 割 合 は31.3%,

31.8%と 低 率であ った.し か し,70～79歳,40～49

歳,50～59歳 の 年 齢 層 で は そ れ ぞ れ61.9%,

70.3%,76.7%と 高 率 であ った.A/PR/8/34株 の

流行期 間 は1934年 か ら1945年 ま でであ り,そ の流

行 期 間 で は60～69歳 の 被 検 査 者 は12～34歳 で あ

り,80歳 以 上 の者 は1934年 に お いて32歳 以 上 の年

齢 とな る.こ の年齢 層 におい てHI抗 体 価64倍 以

上 保 有率 の低 下 を みた こ との要 因 は 明確 で は な

い.各 年 齢層 群 の平 均HI抗 体 価 は70～79歳 の 年

齢 層 で25.9と 最 も高値 を示 し,次 い で80歳 以 上 で

2紹,60～69歳 で2翻 の順 とな ってい る.

1946年 か ら1957年 に流 行 した イ ンフル エ ンザの

代表株 はA/大 町/1/53株 で あ る.こ の株 に対す る

HI抗 体 価64倍 以 上保 有率 は50～59歳 の 年齢 層 で

36.7%,60～69歳12.2%,70～79歳31.0%,80歳

以 上31.8%で あ り,各 年齢層 とも低 率 となってい

るが,40～49歳 で は43.2%と 他 の年 齢層 に比 して

やや高 率で あ った.各 年 齢層群 の平均HI抗 体 価

は80歳 以 上 の年齢層で25.2と 最 も高値 を示 し,次 い

で70～79歳245,60～69歳241と な ってい る.こ の ウ

イル ス株 に対 す るHI抗 体 価64倍 以 上保 有率 が低

率 であ る要因 としては流行規模 が関与 してい ると

考 え る.

1957年 に 世界的 に大 流行 した のが「アジアかぜ」

であ る.わ が国で はその年 の5月 に ウイル スが分

離 された.A/足 立/2/57株 が それであ る.そ の流行

は5月 か ら8月 まで の第1波 と9月 か ら12月 まで

の第2波 の発生 に よって多 くの患 者発生 を もた ら

した.こ の株 に対す るHI抗 体 価64倍 以 上保有 率

は60～69歳 の年齢層 で65.6%,70～79歳64.3%,

8楊歳 以上 で も63.8%と 著 し く高率 であ った.ま た

各年齢層 群 の平 均HI抗 体 価 は60～69歳 の年 齢層

で2a2,70～79歳26.0,80歳 以 上2a3と いず れ も高値

を示 していた.

1968年 以 降 の インフルエ ンザ流行 の主流 を 占め

てい るウイル ス株 はA/愛 知/2/68株 で あ る.こ の

ウイルス株 による流 行は,「 香港かぜ」 と言われ,

全 世 界に大流行 し,わ が国で も全 国的 な規模 の流

行 とな った.こ の株 に対 す る各年 齢層群 のHI抗

体 価64倍 以 上保有率 は著 し く高率 であ り,60～69

歳 の 年齢層 で71.9%,70～79歳76.2%,80歳 以 上

72.7%で あ った.さ らに各年 齢層群 の平 均HI抗

体 価 は80歳 以 上の年齢層 で272と 最 も高率 を示 し,

次 いで70～79歳2&8,60～69歳26.5で あ った.

1918年 に も世 界的 なイン フルエ ンザ の大流 行が

あ り,多 くの死亡者 が発生 してい る.こ れ がいわ

ゆ る「スペイ ンかぜ」で,こ の流行株 はA/Swine/

3楊株(Hsw1N1型)で あ る.1976年 米 国 において

これ と同型 の ウイルス株 による流 行があ り,患 者

か ら 分 離 さ れ た ウ イ ル ス 株 はA/NJ/8/76株

(Hsw1N1型)で あ る.こ の ウイルス株 に対 す る

HI抗 体 価64倍 以 上保 有 率 は60～69歳 で65。6%,

70～79歳90.5%,80歳 以上81.8%で あ り,各 年齢

層 とも著 しく高率で あった.ま た楊0歳以上 の年 齢

層 の平 均HI抗 体 価 も27.3と 他 の流行 株 と比 較 し

高 率であ った.
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Table 1 Distribution of serum HI antibody on aged group of more than 60 years with epidemic virus strains

of influenza

高齢 者 の 多 くは過 去 に大 流行 したA/足 立/2/

57株,A/愛 知/2/68株, A/NJ/8/76株 に 対す る血

清HI抗 体 を保有 していた。

2.1976年 以 降 に流 行 した イ ン フル エ ンザ流行

株 に対す るHI抗 体 保有 状況

1976年 か ら1981年 ま で に 流 行 し たA型 の

HIN1型,H3N2型 お よびB型 の ウイル ス株 に対

す るHI抗 体 保 有状況 を検 討 した(Table2).

1977年 冬 期 のイ ン フルエ ンザ 流行 はA香 港型

(H3N2型)が 主流 であ った が,そ の流行時の12月

下 旬 にHIN1型 ウ イル ス株 が分離 され,1978年1

月 以降 の流 行で はHIN1型 ウ イル ス株 が主 流 と

なった.そ の 流 行 ウ イ ル ス株 の 代 表 株 はA/

USSR/92/77株 で ある.こ の株 はA/大 町/1/53株

と同型 の もので あ る.A/USSR/92/77株 に対す る

HI抗 体 価楊4倍以上 保有 率 はA/大 町/1/53株 に対

す るHI抗 体 保 有 率 と同 様 に 各年 齢 層 とも低 率

で,60～69歳 の年齢層 で25.0%,70～79歳26、2%,

80歳 以 上31.8%で あ った.ま た 各年 齢 層 の 平 均

HI抗 体 価 もそれぞ れ24.6,245,24.9で あ った.

1979年 秋 の流行 で)離 されたA/熊 本/37/79株

(HIN1型)はA/USSR/92/77株 とは抗 原構 造 に

多少 の変 異 が み られ る流 行 ウイ ル ス株 で あ り,

1981年 の ワクチン株 で もある(Table3).こ の ウ

イル ス株 に対 す るHI抗 体 価64倍 以 上 保 有 率 は

A/USSR/92/77株 と 同"じ よ うに各年 齢 層 と も低

率 であ り,60～69歳18.8%,7楊 ～79歳23.8%,8楊

歳 以上27.3%で あ った.ま た 平均HI抗 体 価 もそ

れ ぞれ24.2,24.4,24.7で あ った.

1981年 の ワク チ ン株 で あ るA/Bangkok/1/79

株(H3N2型)は インフルエ ンザ流行 であ ったA/

東 京/1/77株(H3N2型)よ り僅 か抗原 変異のみ ら

れた株 で ある.こ の株 と同型の流行株 が1981年2

月 に京都市 で分離 され た.A/京 都/C-1/81株 が そ

れで あ る.A/Bangkok/1/79株 に 対す るHI抗 体

価64倍 以 上 保 有 率 は60～69歳28.1%,70～79歳

23.8%,80歳 以 上31.8%と 低 率で あ り,平 均HI抗

体 価 もそれぞれ247,243,2虫9で あ った.ま た1981

年3月 に新 潟で 分離 されたH3N2型 の 流 行 ウイ

ル ス株 はA/新 潟/102/81株 で, A/Bangkok/1/79



昭和59年11月20日 1181

Table 2 Distribution of serum HI antibody on responses of volunteer with epidemic virus

strains of influenza

株 お よびA/京 都/C-1/81株 と も僅 か抗 原変 異の

み られ る株 で ある(Table3).こ の株 に対す るHI

抗 体 価64倍 以 上 保 有 率 はA/Bangkok/1/79株 と

同様 に低 率で,60～69歳18.8%,70～79歳21.4%,

80歳 以 上18.2%で あ った.ま た平 均HI抗 体 価 も

それぞれ24.2,23.4,2報 といずれ の年 齢層 とも低値

であ った.

1976年4月 に分離 されたB/神 奈 川/3/76株 は,

1973年 以 降 流行 の主流 となって いたB香 港 型 の

抗原 構造 に変異のみ られた株で あ る.こ の ウイル

ス株 は1976年 秋 か ら1977年 初 頭 にかけ全国的 に大

流行 した イ ソフル エンザの主流 とな った ものであ

る.こ の ウイル ス株 に対す るHI抗 体 価64倍 以 上

保有率 は60～69歳37.5%,7.～79歳26.2%,80歳

以 上22.7%と 各 年齢 層 とも低率 であ った.さ らに

平均HI抗 体 価 もそ れぞれ247,246,2粥 と低値 で

あ った.

1979年 にSingaporeで 分 離 された流 行株 はB/

Singapore/222/79株 で,わ が 国 の流 行株 で あ る

B/神 奈 川/3/76株 の 抗原構 造 に変異 のみ られ た株

で あ る(Table3).わ が 自の流 行で分離 された ウ

イル ス株 でB/Singapore/222/79株 と 同型 の もの

は1981年 に 滋賀 県,岐 阜県 で数株分離 された程度

であ った.こ の ウイル ス株 に よるイン フルエ ンザ
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Table 3 Hemagglutination-inhibition reactions of influenza viruses

Influenza A viruses (H1N1)

流行が予想されたため,WHOは これを ワクチソ

株に指定した.わ が国においても1981年 以降の ワ

クチンにこの株が含有されるようになった.こ の

ウイルス株に対するHI抗 体価64倍 以上保有率な

らびに平均HI抗 体価はB/神 奈川/3/76株 とほぼ

同様であった.

3.イ ソフルエンザ ワクチン接種による各年齢

層のHI抗 体価の変動

(1)ワ クチン株に対する血清HI抗 体の上昇に

ついての検討

A/熊 本/37/79株 に対す る年齢別 の血清HI抗

体4倍 以上上昇率はTable4に 示す如 く,40歳 代

64。2%,50歳 代66.6%で あ り,60歳 代は75.8%と

1最も高率であったが,70歳 以上では56.0%と 他の

年齢層に比較 し低率であった.各 年齢層 とも高い

4倍 以上上昇率を示 した ことは,接 種前の保有

HI抗 体価 ≦16倍 の割合が60歳 代68.9%,70歳 以

上60.0%と 高率であった ことによる.し かし,ワ

クチン接種 を受けながらも,接 種前 と接種後 の

HI抗 体価が ともに≦16倍 であったものが60歳 代

で13.8%,70歳 代で20.0%と やや高率にみ られた.

A/Bangkok/1/79株 に対す る年齢別のHI抗 体

4倍 以 上 上昇 率 は各年 齢 層 と も著 しい 上昇 を示

し,60歳 代 で68.9%,70歳 以 上 で60.0%で あ った.

ワ クチン接 種前 の保有HI抗 体 価 ≦16倍 の 割合 は

60歳 代 で58.6%,70歳 以 上で48.0%と 比 較的 高率

で あった.ま た ワクチ ン接種前 と接種 後 で ともに

HI抗 体 価 ≦16倍 の 割 合 は60歳 代 で13.7%,70歳

以 上で12.0%で あ った.

B/神 奈 川/3/79株 に 対す る年 齢別HI抗 体4倍

以上上昇 率は年齢層 に よ り著 しい差がみ られ る.

40歳 代 の年 齢層で は78.5%と 最 も高率で あ り,次

いで50歳 代 の53.3%,60歳 代 の48.2%,70歳 以 上

で は28.0%と 低 率 で あった.ワ クチ ン接 種 前 の

HI抗 体 価 ≦16倍 の 割 合 は40歳 代 で78.6%,50歳

代 で76.7%,60歳 代 で62.0%,70歳 以 上 で56.0%

で あ り,各 年齢層 とも保 有HI抗 体 価 の低 い もの

が多 か った.ま た,ワ クチン接種 前 と接種 後で と

もにHI抗 体 価 ≦16倍 の 割合 は50歳 代 で36.7%,

70歳 以 上で32.0%,60歳 代 で17.2%,40歳 で7.1%

で あ った.

(2)流 行 ウイル ス株 に対す る血 清HI抗 体 の上

昇 について の検討

1981年8月 の健 診採血時 の前 後 に発生 した イ ン
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Table 4. Distribution of serum HI antibody on respone of volunteers with inactivated

influenza vaccine
%

Vaccine: 0.7 ml, 1 time, injection in subcutaneus

フルエンザ流行 ウイルス株 はA/USSR/92/77株

(HIN1型),A/新 潟/102/81株(H3N2型),B/

Singapore/222/79株 である.こ れらの流行 ウイル

ス株 はワクチンウイルス株の連続変異した株で,

Table3に 示す如 く共通抗原がみられる.ワ クチ

ン接種により,こ れ らの連続変異 した流行 ウイル

ス株に対す るHI抗 体価 に上昇がみられるか どう

か検討した(Table4).

A/USSR/92/77株 を抗原 とした場合の各年齢

層の血清HI抗 体4倍 以上上 昇率 は40～49歳 で

73～85%で あ り,60～69歳 でも約76%あ ったが,

70歳 以上では44%と 低率であった.こ れはワクチ

ン接種前 の保有HI抗 体価≦16倍 の割合が影響し

ていると考える.

A/新 潟/102/81株 を抗原 とした場合 の年 齢別

HI抗 体4倍 以上上昇率は年齢層によ り多少の差

はあるが51.7～70.0%と 高率であった.

B/Singapore/222/79株 を抗 原 と した 場 合 も

32.0～64.2%のHI抗 体4倍 以上上 昇率が み ら

れ,B/神 奈川/3/76株 もほぼ同様の上昇率であっ

た。

(3)ワ クチン接種 による血清HI抗 体の64倍 以

上抗体保有率についての検討

集団においてインフルエンザの感染防御が可能

な血中HI抗 体 レベルは64倍 以上 と報告されてい

る.イ ンフルエンザ ワクチソ接種3ヵ 月後の血中

Table 5 Distribution of serum HI antibody on response of volunteers with inactivated

influenza vaccine
%

Vaccine: 0.7m1, ltime, injection in subcutaneus
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HI抗 体 価64倍 以 上 を保有 す る割 合 を年 齢別 に示

した ものが表5で あ る.ワ クチ ン接種 後 のA型 ワ

クチ ン ウイル ス株 に対す るHI抗 体 価64倍 以 上保

有率 は40～49歳 の 年齢層 で70.0～100.0%,60歳 以

上で64.0～80.0%で あ った.B型 ワ クチン ウイル

ス株 に対 して はA型 に 比 して 低 率 で あ るが,

40～49歳 で50.0～64.2%,60歳 以 上 で

60.0～65.5%の 保 有 がみ られた.さ らに,A型 流

行 ウイル ス株 に対す るHI抗 体 価64倍 以 上保 有率

も40～59歳 の年齢 層で50.0～100。0%,60歳 以 上 で

58.6～79.3%と 高 率で あ った.B型 流 行 ウイル ス

株 に対 して も40～59歳 で43.3～50.0%,60歳 以 上

で64.0～65.5%の 保 有 が認め られ た.

イ ン フルエ ソザ ワクチ ンを接 種 す る こ とに よ

り,ワ クチ ンウイル ス株 に対す る感染 防御の みな

らず,ワ クチ ンウイルス株 の連続変 異 した流行 ウ

イ ル ス株 に対 す る感 染 防御 も可能 で あ る と考 え

る.

考 察

1933年 に イン フルエ ンザ ウイルスが発見 され,

そ の後A型 流行 ウイル ス の抗原構 造 は5回 の不

連 続 変 異 を 繰 返 し た.1918年 の ス ペ イ ン か ぜ

(Hsw1Nl型),1931年 のHON1型,1947年 の イタ

リアかぜ(HIN1型),1957年 の アジ アかぜ(H2N2

型),お よび1968年 の香港 かぜ(H3N2型)な どが

それ であ る.こ れ ら亜型 の流 行期間 に も連 続変異

に よるウイルス株 の流行 がみ られて い る.

1958年 ス トヅクホ ル ムで開 催 のWHOイ ン フ

ルエ ンザ専 門委員会 で,Mulderは ア ジ ァかぜ流

行 前 の高 齢者血 清 にH2N2型 ウ イル ス に対 す る

抗体 保有 が高率で ある ことを述べ,抗 原 循環 を示

す 資料 を提示 した4).1976年 に アメ リカの ニ ュー

ジ ャージー州陸軍新兵養 成訓練隊 にイ ンフルエ ソ

ザ 流 行 が あ り,そ の 期 間 中 にH3N2型 と

Hsw1N1型 の ウイル スが分離 され た5).Hsw1N1

型 ウ イルス株 は1918年 に 流行 したスペ インかぜの

流行 ウイル ス株 と同型 の ものであ る.さ らに1977

年 秋 のイ ソ フルエ ソザ流 行 期 に はA型 のH3N2

型 ウイル ス株 の流 行が認め られたが,1978年1月

か らはHIN1型 ウ イル ス株 の流 行 が急 速 に進 展

し,3月 に衰退 してい る.

過去のA型 流行では新 しい亜型が出現す ると

従来の亜型は流行か ら消失 していた.し か し,1977

年以降はソ連型の出現後 も香港型が消失すること

なく,両 亜型が連続変異を繰返 しながら同時流行

する現象がみられるようになった.さ らに,同 一

流行時に同一人で2亜 型のウイルス株の感染を受

けた者が4～5%の 割合で発生 しているとい う報

告もある6).

最近のインフルエンザ流行形態が大 きく変化し

てきた状況にあ り,高 齢者対策を検討 しなければ

ならない.わ れわれは地域集団内における高齢者

についてインフルエンザHI抗 体の保有状況およ

びワクチン接種によるHI抗 体産生を検討した.

1918～1930年 の流行はHsw1N1型 であるが,

1976年 に同型 のA/NJ/8/76株 がアメ リカで流行

した.こ の流行株を抗原 としてHI抗 体64倍 以上

保有率を年齢別 にみると,60歳 以上では66～91%

を保有するが40歳 代,50歳 代ではそれぞれ3%,

13%と 低率である.こ のように保有率はHsw1N1

型ウイルス株の流行期間以前に出生していた年齢

層に高率で,1930年 以降に出生 した年齢層では低

率であった.

1931～1946年 に流行 したHON1型 ウイルス株

の流行の伝播および規模は明確でない.こ の型の

代表株であ るA/PR/8/34株 に対す るHI抗 体価

64倍以上保有率は40～59歳,70～79歳 の年齢層で

約60～70%と 高率であるが,60歳 代および80歳 以

上では約30%と 低率であった。これ ら両年齢層群

間の保有率の差については要因を明確にす ること

ができなかった.

1947～1956年 の流行はイタ リアかぜ と言われ,

HIN1型 ウイルス株によるものである.こ の型の

代表株はA/大 町/1/53株 である.こ の型の流行は

1947年 にアメ リカおよび ヨーロッパ南部 に発生

し,1948～1949年 にわた りヨーロッパ全土に拡大

したものである.わ が国では1952年 秋から1953年

春に流行があった.1953年 のインフルエンザ罹患

率(人 口10万対)は103で あ り中規模の流行であっ

た と考える.60歳 以上の高齢者のA/大 町/1/53株

に対す るHI抗 体価64倍 以上上昇率は約12～32%

と低率で,平 均HI抗 体価も245であった.わ れわ
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れが1969年 に東京都お よび秋田県の養護老人ホー

ムで60歳 以上の高齢者を調査 した成績でもA/大

町/1/53株 に対する平均HI抗 体価は23.9,24.2とほ

ぼ同値を示 していた7).こ の ことはHIN1型 ウイ

ルスの罹患を免れた者が多いためと考える.

1977年 にHIN1型 ウイルスに よる流行が中国

およびソ連に発生 した ことが報告 された8).わ が

国においても1977年12月 に初発が認められ,1978

年1月 に入 り流行が発生 し,2月 初めを最盛期 とし

て3月 末に衰退 している.こ の流行期間中の学童お

よび生徒の罹患率をみると,東 京都内の小中学校

で68%で あ り9),熊 本県の小中学校で96～98%10)

といずれ も著 しく高率であった.し かし,わ れわ

れの調査を実施 した地域集団の高齢者群ではA/

USSR/92/77株 およびA/熊 本/37/79株 に対す る保

有HI抗 体は低かった.こ れは1981年 の採血時ま

での期間にこの流行による罹患を免れたため と考

える.さ らに,最 近の流行株のA/新 潟/102/81株,

A/Bangkok/1/79株,B/神 奈川/3/76株 および

B/Singapore/222/79株 セこ対 す る保有HI抗 体 も

低かった.

高齢者にインフルエンザ ワクチンを接種 した際

の血清HI抗 体の産生 について検討 した.現 行の

ワクチン接種方法は予防接種法に規定 されている

如 く,成人の場合は0.5m12回 接種で,接 種間隔を

4週 間としている.今 回は高齢者を対象 とし,健

診時に実施したため0.7m11回 接種の方法を試み

た.

ワクチン株 のA/熊 本/37/79株 およびA/Bang-

kok/1/79株 に対す るHI抗 体4倍 以上上昇率は

60歳 以上の年齢層で約56～76%で あった.さ らに,

感 染防 御が 可能 なHI抗 体 価64倍 以 上保 有 は

64～80%と 高率であった.B/神 奈川/3/76株 に対

してもHI抗 体4倍 以上上昇率は約60～69%で あ

り,HI抗 体価64倍 以上保有 も約60～65%と 高率

であった.ワ クチン接種 によりA型,B型 とも血

清HI抗 体の有意な上昇がみ られた.こ れはワク

チ ン接種前のHI抗 体価 ≦16倍 の割合 が高率で

あった ことによると考 える.し かし,ワ クチン接

種によっても充分なHI抗 体価 の上昇のみられ な

かった群 がA型 で13.7～20.0%,B型 で17.2～

32.0%に み られた.こ れ は ワクチン接種 法を現行

法 の4週 間隔2回 接種 にかえ るこ とで改善 され る

と考 える.

1981年 の ワクチン接種 前後で流行 した ウイルス

株を抗原 として,ワ クチ ン抗種前 お よび接種3カ

月後 の血清HI抗 体 価 を測定 した.こ の流 行期 間

に分離 され た流 行 ウイルス株 はいずれ も ワクチ ン

株 の連 続変異 であ る.そ こで,ワ クチ ン接種 が流

行 ウイル ス株 に対 す るHI抗 体 の上 昇 お よび保 有

に影 響 を与 えるか ど うかを検 討 した.A型 のA/

USSR/92/77株 お よびA/新 潟/102/81株 に 対す る

HI抗 体4倍 以上上 昇率 は約44～76%で あ り,HI

抗 体 価64倍 以 上保有率 も約59～79%で あ った.ま

たB型 のB/Singap.re/222/79株 に 対 して もHI

抗 体4倍 以上 上昇 率 は約32～48%,HI抗 体 価64

倍 以 上保有率 は約64～66%で あ った.ワ クチ ン株

と流 行株 との間 の抗原 構造 に多少の変異 がみ られ

る場 合で も,ワ クチ ン接種 に よる流行 ウイル ス株

に対 す る防御効果 が期 待で きる と考 える.

年 々高齢者の増加 が著 し く,さ らに イン フルエ

ソザ流行 時に高齢者死亡 率の増加 がみ られ る状 況

で は,高 齢者 に予防接種 を実施す る ことによ り死

亡率 の減少 が期待で きる と考 える.
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Survey on the Possession of HI Antibody Aganist Influenza Virus in the Aged

and on the Production of This Antibody after Vaccination
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A collective health  examination was carried out in inhabitants  more than  40 years old of a small
mountain village in August, 1981. All the examinees were inoculated with influenza vaccine

, and blood
samples collected from them.

The aged were examined  for the  p ossession of HI  antibody more  than  64 in  titer  against  influenza
virus strains which had been isolated from the epidemics in years before 1976 . The rate of possession of
HI antibody against the A/PR/8/34 strain was low , or 31.3-31.8, in the age group of 60-69 years and that
of 80 years and over. It was rather high , or 70.3-70.7% and 61.9%, in the age group of 40-59 years and
that of 70-79 years, respectively. The rate of possession of HI antibody against the A/Omachi/1/53 strain

was low, or 12.2-43.2%, in every age group . The rate of possession of HI antibody against the
A/Adachi/2/57 and the A/Aichi/2/68 strain were ratger high

, or 63.8-65.6% and 71.9-76.2%,
respectively, in every age group. That of HI antibody against the Hswl N1 type of the A/NJ/8/76 strain
was considerably high, or 65 .6-90.5%, in the age groups of 60 years and over .

The same  aged were  examined for  the possession  of HI antibody  against influenza  virus strains
which had been isolated from the epidemics in and after 1979 . The rates of possession of HI antibody
against the A/USSR/92/77, the A/Kumamoto/37/79 , and the B/Bangkok/1/79 strain were low, or 25.0-
31.8%, 18.8-27.3%, and 23.8-31.8%, respectively , in every age group. Those of HI antibody against
the B/Kanagawa/3/76 and the B/Singapore/222/79 strain were low , or 22.7-37.5% and 22.7-40.6%,
respectively, in every age group .

The aged  were inoculated subcutaneously  with a single dose of 0.7 ml of  commercial influenz
vaccine ana examined for the production of HI antibody . The rates of production of HI antibody more
than fourfold against the A/Kumamoto/37/79 , the A/Bangkok/1/79, and the B/Kanagawa/3/79 strain
were 56.0-75.8%, 48.0-58 .6%, and 28.0-48.2%, respectively , in the age groups of 60 years and over.Th

ose of HI antibody against the three epidemic virus strains
, the A/USSR/9/77, the A/Niigata/102/81,

and the B/Singapore/222/79, were 44 .0-76.0%, 51.7-70.0%, and 32.0-64 .2%, respectively.
Since the aged possessed  no HI antibody against  the virus strains  which had  caused recent

epidemics, it was highly possible for them to contract infection . On the other hand, a sufficient
production of HI antibody was noticed in them after inoculation with vaccine . From these results it WAS
concluded that  it was necessary  for the  aged to be  inoculated positively  with influenza  vaccine.


